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盆地は一眸の うちに眺め られる.北は大菩薩峠,西 は八ッ岳,茅 ケ岳,甲斐駒から鳳風三山,











での四方山話 の末,Rさ んが突然 「錐 子をみませんか」 と僕 を誘 つて くれた.雑 子小屋 は庭
前 に設け られ,板 葺 だが二坪ほ どを真新 らしい金網で厳重に仕切 つてあ り,一 方には一 番の
雑 と他方には一羽 の雄の難 子が飼われ ていた.Rさ ん舛生来野鳥 を飼 うのに興味 を持つ てい
たので,何 日か雑子の飼育 を念 つていた ところだつた.幸 いその念願がか ない,こ の一 番の
錐 と相前後 して一 羽の雄がそれぞれ別の友人か ら送 られ てきたのだつた.こ の一番の雑 は卵
か ら艀 されて育て られ たものだか ら,い わば都会 のインテ リともい うべ きだろ う.殊 に彼 氏
の翅体 はその色彩 も繊細で,そ の細頸 をめ ぐらす白い文様 な ど乙なネ ックレス を想わせ・眼
の周 囲には,近 頃流行 のアイシャ ドーまがいの藍青色の隈取 りな どして・歩 く姿な ど如何 に
も優雅 だ.ま た食べ物か らして,難 の餌 さ しか 食べない.他 方 お隣 りの雄 の雑 子は茅 ケ岳 の
広漠た る山麓で生 け捕 られた ものだつた.だ か ら餌 さも何んでもがつがつ食べ る上に・ その
翅体 か らすでに荒 々し く野性味 を帯び,頸 も太 く,尾 翅 もきつぱ りとして・翼 翅の色彩 も文
様 も原色鮮かではあるが,何 ん として も大味 だ.し か もその元来煙 々たる虎 眼石に耀 く筈の
右眼は全 く白濁 していて石灰岩の ようだつた.
「網 で獲 られ るとき,棒 か何 かで傷っいたので しよ う」 「いわば,外 傷性 白内障で す か
ね」 「来年が楽 しみです よ.雛 を購 え した らあげま しようか」 「いや,家 も狭い し・その上・
もつ とうるさい雑 子を三羽飼育 してい るか ら,こ れ以上本物 の雑子 は願い下げです よ」 二
人 は大笑 いをして雑子小屋の前 を立ち去つた.
翌朝の ことだつた.僕 が朝食の卓に着 くと,Rさ んは 「大変 の ことにな りま した よ.と う
とう三角関係です よ」 と僕の顔 を覗 き込んだ.僕 は突然の この言葉 にやや戸迷つて,す ぐに
その意味 が飲み込めなかつた.Rさ んの解説 に よれば,昨 夜遅 くなつてか ら,し きりに雑子
の鳴 き'声が した.大 体雑子の喘 くの は春であるが,ま さか,狐 や馳がね らう筈 もな いか らと
思いつつもその儘 寝込 んで しまつた.そ れで も気 になつたので,朝 早 く起 きて雑子小屋へ行
つてみ ると,意 外にも例の茅 ケ岳が,隣 りのインテ リ夫婦の住居 に侵入 しているの だつた.
「どう して茅 ケ岳が侵入 したのか なあ」 「岩丈 な金網 で仕切 られ ているか ら,喰 い破 るな
んてとても出来 ません よ.ま あ一見 して御覧 なさい よ」 と言 はれ て,僕 は早速雄子小屋へ行
つてみる ことに した.成 る程,三 羽が同居 しているでは ないか.し か も金網 には全 然異常渉
ない,目 を落 してみる と,驚 いた ことには,一 夜 の うちに仕切 りの地面 を堀 り下 げて,ト ン
ネル戦法で隣家へ侵入 した歴然 とした証拠 が残 つてい る.
「どうです,恋 の執念は」 とRさ んは撫 然 として嘆息 した.昨 日まで独房で坤吟 していた
野性の彼 は一夜に して王者の貫録 をみせ,し かも昨夜の格闘の痕跡 す らみせず,折 か らの朝
日に燗 々と してかの虎眼石 の独眼を耀 かせているで はないか.一 方彼女 はやや生気 はなかっ
たが,そ れで も今暁始 めて味つたで もあろう茅 ケ岳 山麓 の野性の本態の味を反錫 しつっ,魂
の故郷 へ帰つた安 らぎが見え るようだ.と ころが哀 れをとどめたのは昨 日までの主人公であ
る.一 見相変 らずの端麗 な翅体 は如何 にも粋にみえているものの,か つての愛 人の傍へ も寄
れず,片 隅でただ 「けんけん」 と暗 いている許 りであつた.
山盧先生 とは現 俳壇 の第一人者で・雑誌 「雲母」 の主宰者 と して,白 雲去来 す る甲斐 山中
で,50有余年 ひたす ら此 の道に精進 している飯 田蛇 笏先生の別号 である ことはい うまで もな
い
